
試験研究成果普及情報 

［目的及び背景］ 

ニンジン、トマトなどの残渣はこれまで圃場外へ廃棄されていたが、環境負荷の軽減及
び有機物の有効利用を図るため、野菜残渣のリサイクルを検討する必要がある。 

ここでは、生ゴミ処理機を用いた野菜残渣の堆肥化技術について検討する。特に、残渣
の水分調整方法、残渣の水分率と切返し回数が堆肥化に及ぼす影響、植物病原菌の堆肥
化過程での死滅状況などについて明らかにする。 

［成果内容］ 

１．初期水分率85％の粉砕したトマト処理残渣300kgは、生ごみ処理機（バイオパルテッ
クＤ－500型）の熱風高温（熱風温度250℃、処理槽保温100℃に設定）24時間処理によっ
て、水分率60％に調整することができる。 

２．24時間の熱風高温処理中のトマト処理残渣温度は約70℃に保たれた。その結果、ラ
ッキョウ白絹病菌、トマト根腐萎凋病菌、トマト青枯病菌及びカブ根こぶ病罹病菌は完
全に死滅した（表１）。 

３．Ｃ／Ｎ比とコマツナの発芽・生育試験の結果から、ニンジン処理残渣は水分率60％
で、切返し３～４回（61日～74で堆肥化）が堆肥化に適した（表２、図１）。同様にト
マト処理残渣は水分率60％で、切返し３回（62日で堆肥化）が堆肥化に適した（表２、
図２）。 

［留意事項］  

１．生ごみ処理機内の残渣温度が低下すると植物病原菌の死滅効果が劣るので注意を要
する。 

２．所定の水分率になった処理残渣物に牛糞を加え、堆肥舎内に堆積した。この後、堆
積物の中心温度を測定し、温度低下が認められたら、再度、水を加えて所定の水分率に
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した。 

３．牛糞の添加量は排出時の処理残渣重の３％とした。 

４．水分率65％で堆肥化すると切り返し時の作業性が悪くなる。 
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